
 

 

 

 

 

 

 

 

  
                      
                                   
 
 

 
 

 

 

 

「心づかい」と「思いやり」 
校長 馬場 智哉 

 

汗ばむ陽気が多い時季となりました。早いもので、１学期も折り返し地点です。 

さて、６月はいじめ撲滅強化月間です。昨年度、与野西北小学校では、 

いじめ撲滅に係るスローガンの作成やアンケート及び面談の実施、いのち 

の支え合いを学ぶ授業の実践、いじめ防止川柳の作成等に取り組んでまい 

りました。また、本年度もいじめ撲滅に向けた取組は始まっており、代表 

委員会の児童が連日、いじめ撲滅について取り上げる朝会の準備をしてくれています。 

いじめについては撲滅を目指しつつも、どこでも誰にでも起こり得るものという認識を

もち、早期発見・早期対応に努めてまいります。いじめが疑われる事案を覚知した場合は

家庭に連絡をし、あらゆる可能性を考えながら組織で対応しております。いじめ撲滅に向

けては、家庭との連携及び地域での見守りが不可欠です。教職員一同共通認識で対応して

まいりますので、御理解御協力をお願い申し上げます。 

 

「心」は だれにも見えないけれど 「心づかい」は見える 

「思い」は見えないけれど「思いやり」は だれにでも見える 

このフレーズは、２０１１年に東日本大震災直後、民法の放送局で企業コマーシャルが

自粛され、繰り返し放映されたＡＣジャパンの意見広告のフレーズです。これは、埼玉県

羽生市出身の詩人・宮澤章二氏の『行為の意味』を抜粋要約したフレーズです。不安と混

乱を極めた生活の中で、心に強く訴え掛けるこの言葉を覚えている方も多いのではないで

しょうか。 

映像では、男子高校生が、朝の電車で妊婦に席を譲る女性を見かけ、行動できなかった

自分をもどかしく感じているような表情をします。場面は変わり放課後、杖をつきながら

辛そうに階段を登っているお年寄りを見かけます。一旦は追い越しながらも、意を決した

かのように引き返し笑顔でお年寄りの手を引く姿が描かれています。男子高校生の「思い」

が、誰にでも見える「思いやり」に代わるストーリーです。 

 いじめには、いじめられている人といじめている人がいます。また、その周りには多く

の傍観者がいます。傍観者も、黙認し静観していることから、いじめている人と同じであ

るとも言われています。いじめを止めることは決して簡単なことではありません。とても

勇気がいることです。しかし、たとえ自分で直接止めることができなくても近くの大人に

知らせる、いじめられていた友達の相談相手になる等、何かしらの方法はあるはずです。

子ども達には、いじめを絶対に許さないという強い思いをもち、自らの「心」や「思い」

を、目に見える「心づかい」や「思いやり」へと歩を進めて欲しいと思います。 

これからさらに暑くなります。急激な気温の変化は体調不良の原因となります。体調管

理には十分に御留意ください。 

【学校教育目標】 ◇みんなと協力する子（徳育） ◇自分の力で考える子（知育） 

◇心身ともに健康な子（体育） ◇人との関わりを大切にする子（響育） 

【学校経営方針】 みんなでつくる みんなの与野西北小学校 

【児童会スローガン】 せ・い・ほ・く だ・い・す・き 
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【西北小学校５０周年キャラクター】 
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年間の生活目標：気持ちのよい あいさつをしよう 
ろう下は 右側を しずかに歩こう 

６月の生活目標：友達と仲良くしよう【いじめ撲滅月間】 

安全点検の結果：５月の安全点検の結果、異状ありませんでした。 

 

【校長室より①】 

４月下旬のゴールデンウィーク前、３年生の児童が校長室を訪 

ねてきました。「朝、１年生が昇降口で泣いているので、手紙を書 

いて励ましてもいいですか」。翌登校日、泣いている１年生のもと 

に、３年生児童が１年生のもとに歩み寄ってきました。優しい口 

調で語り掛け、写真の手紙と折り紙で作った風車を渡してくれま 

した。悲しい思いをしている人の気持ちを想像し、自分にできる 

ことを考え行動してくれた３年生。思いやりの心が溢れている姿 

に心が温かくなりました。 

【校長室より②】 

 ５月のある日、２０分休みの校庭で中学年の児童が怪我をしてしゃがみこんでいまし

た。その場にいたのは、同じ中学年の児童数名と、１名の６年生児童です。６年生は、

怪我をした中学年児童の顔を覗き込みながら、気遣い、優しく言葉をかけてくれていま

した。思いやりの心で中学年に接してくれた６年生、ありがとう！ 

【校長室より③】 

 ５月１４日(火)に３年生の自転車運転免許講習が行われました。 

さいたま市内でも子どもの自転車事故が複数件起きています。 

その原因で最も多いのが飛び出しです。一時停止では自転車もし 

っかりと停止して左右をよく確認することなど、子ども達にあま 

り認識されていないように感じます。自分の身を自分で守るため 

に、交通ルールについて、御家庭でも話題にしてください。 

浦和西警察署の皆様、交通指導員の皆様、交通安全保護者の会の皆様、児童の安全に

ために御尽力いただき誠にありがとうございました。 

【校長室より④】 

 ５月１８日(土)に４年生の携帯・インターネット安全教室を行 

いました。言葉は受ける人によってとらえ方が違うことなどを学 

習しました。昨今、ＳＮＳによるトラブルが急増しています。子 

どもたちがＳＮＳによる犯罪に巻き込まれないように、また、友 

達関係のトラブルに発展しないように、必要な機能と使用に際し 

ての家庭でのルールについて確認してください。 

【校長室より⑤】 

 ５月２７日(月)に６年生が校外学習で国会議事堂と科学技術館 

に行ってきました。このような機会でしか見学をすることができ 

ない国会議事堂を真剣な眼差しで見学していました。午後は科学 

技術館で様々な体験をしてきました。さすが最高学年の６年生、 

１日を通して、楽しく、そしてマナーを守って見学をすることが 

できました。 

 


